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【目的】 
 バスケットボールにおける下肢傷害のひとつとして

前十字靱帯損傷が挙げられる。ACL 損傷の治療方法には

保存療法と手術療法があり、手術適応の患者は手術後、

理学療法士などによってメディカルリハビリテーション

を受ける。競技復帰を目指す者はアスレティックトレー

ナーの下でリハビリテーショントレーニングを受けるが、

アスレティックトレーナーが少ないという現状がある。

トレーナーのいない環境で満足のいくリハビリテーショ

ンを進めるための方法として、視覚フィードバックを使

ったリハビリテーションが有効であると考えられる。 

 そこで本研究は大学女子バスケットボール選手を被験

者とし、視覚フィードバックが下肢リハビリテーション

トレーニングの代表である片脚スクワットに及ぼす影響

を検討することを目的とした。 

 
【方法】 

本研究では早稲田大学バスケットボール女子部に所

属する 15 名を被験者とした（年齢 20.5±1.2 歳、身長

167.2±5.8cm、体重 58.0±6.0kg、）。15 名の被験者を鏡を

用いる鏡群（以下、M群）5 名とビデオを用いるビデオ

群（以下、V群）5 名、および何も用いないコントロー

ル群（以下、C群）5 名の３群に無作為に分けた。筋電

図の測定には表面筋電計ME6000（MEGA Electronics

社製）を用いて動作時の中臀筋の筋電図を測定した。ま

た、ビデオで課題動作を撮影し、課題動作中の膝関節外

反角（以下、FTA）を測定した。M群およびV群は何も

視覚フィードバックを与えずに片脚スクワットを 5 回実

施させた（フィードバックなしpre）。次に、視覚フィー

ドバックを与えて片脚スクワットを 5 回実施（フィード

バックあり）。再度、何も情報を与えずに、片脚スクワッ

トを 5 回実施させた（フィードバックなしpost）。C群は

片脚スクワット 5 回を 3 セット実施させた。各試技間の

休息時間は全て３分間とした。各項目の検定には各試技

のFTAと％MVCはSPSSを用いて、繰り返しのある一元

配置分散分析を行い、有意な結果が出たデータは

Bonferroniの多重比較を行った。中臀筋の筋活動と膝関

節外反角度の関係をみるためにPearsonの相関係数を用

いて検定を行った。すべての有意水準は５％未満とした。 

 

【結果】 
 各試技間における一元配置分散分析の結果、V群の屈

曲後期における％MVCには有意な低下が（p=0.041）、

また伸展前期における％MVCにも有意な低下が認めら

れた（p=0.04）。多重比較の結果、伸展前期のみフィー

ドバックなしpreとフィードバックなしpost間で有意な低

下が認められた（p=0.01）。フィードバックありにおけ

るFTAと％MVCの各群の比較は一元配置分散分析の結

果、%MVCにおいて主効果が認められた（p=0.038）、多

重比較の結果、M群とV群間で有意な差が認められた

（p=0.039）。FTAと％MVCの相関関係は認められなか

った。 

 

【考察】 
 本研究において、屈曲後期の％MVC について V 群は

他の群と比較して％MVC が有意に低下した（p<0.05）。

図に示すように％MVCが低下すると FTAは減少する傾

向にあることから、被験者はビデオフィードバックの情

報を得たことによって少しでも膝関節外反を防ごうとし

たため、FTA が減少し、それにともなって％MVC 低下

したと考えられる。しかし、鏡やビデオによるフィード

バックがすべての FTA において有意差が認められなか

ったのは被験者が日頃から傷害予防トレーニングを導入

しているということから、被験者が内在的フィードバッ

クを使えるように訓練されていたということが推測でき

る。よって視覚フィードバックが片脚スクワットの FTA

や中臀筋の％MVC を変化させるのは難しいということ

が示唆された。 

 
図 V 群における％MVC と FTA の関係 

 

【結論】 
視覚フィードバックが片脚スクワット動作における膝

関節外反角度や中臀筋の筋活動を変化させるとは必ずし

も言えない。 
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